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グローバル教育センター 

国内実践グローバルインターンシップ 
(オンライン海外インターンシップ) 
活動報告 
 

張 利在（LEEJAE JANG）さん 

経済学部 経済学科 2 年（参加時） 

受入企業：H.I.S ニュージーランド支店 

派遣期間：2021 年 10 月〜2022 年 1 月（約４ヶ月、計 30 時間程度） 

 

張さんは留学生ですが、COVID-19 の影響で入学後から 2021年度まで日本へ入国が叶わず、本

国の韓国からオンラインで立教大学の授業に参加していました。そんな中で 2022 年度秋学期、

更にニュージーランドの現地企業でオンライン海外インターンシップを経験することを選択さ

れました。今回、その経験についてお話をうかがいました。 

 

◇参加のきっかけについて教えてください。 

コロナ禍で、多くの会社は状況に合わせて、業務形態や事業形態を速やかに変化させていることを

ある授業で聞きました。それを契機として、現在行われている変化に合わせるために私はどのよう

な能力を養っていくべきかを考察したく、参加しました。次に、学業を超え、私の能力を広げ、不

足な部分を補完したかったです。情報処理入門の授業の１年間で獲得した ICT スキルを課題だけに

使うのではなく、業務をする時にも応用したいとも考えました。また、自分の日本語力と英語力の

レベルをチェックし、不足な部分は今後補っていきたいと思いました。最後に、卒業後グローバル

企業での就職を目指している私は、このインターンシップを通して、グローバル企業で働く体験を

したかったです。 

 

◇派遣先企業について、また今回携わった業務について教えてください。 

H.I.S ニュージーランド支店は主に日本人の方々を対象とする旅行代行会社です。また、H.I.S ナチ

ュレというニュージーランド商品を販売するサイトも運営しています。今回私はH.I.S ニュージー

ランド支店で、韓国・日本で現在は購入できないものの、今後流行しそうなニュージーランド商品

の紹介、他の会社との 2 回のセミナー、ブログ・チラシ・セールスツールの作成、SDGs に関する

レポートとパワーポイントの作成、ワイン

の広報動画翻訳に携わらせていただきまし

た。その中でも、コロナや新しいコンベン

ションセンターの建設や姉妹都市の紹介

等、ニュージーランドの最新情報共有のブ

ログ作成とショッピングモールでのオンラ

インツアー等に関するセールスツールの作

成に注力しました。 

 

 

左下が張さん 
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◇印象に残っているエピソードを教えてください。 

昨年 11 月に H.I.S ニュージーランドの方お二人ともう一人のインターンの学生と４人でのオンラ

イン飲みが最も印象に残ります。私たちも社員の方々を職位なしでお互いの名前だけで呼び、社員

の方々は親しく話しかけてくれました。オンライン上ではありましたが、好きなおやつとお酒も飲

みながら楽な雰囲気で、業務に関する話だけではく、私が韓国の食文化や旅行先を紹介し、社員の

方々の旅行経験談も聞きました。やはり旅行会社でもあれ、ニュージーランドで韓国の食文化が流

行しているため、社員の方々は韓国に多くの関心がございまして、嬉しかったです。また、私が住ん

でいる韓国のプサンに一人の社員の方が旅行に行ったことがあるとおっしゃって、その経験も面白

かったです。 

 

◇今回は留学生でありながら日本に渡航できない状況下での参加となりました。オンラインで海外

インターンシップを経験したことについて、特に考えたことや感想があれば教えてください。 

時間とスケジュールの管理が重要だと考えました。インターンシップの期間は学期中でしたので、

授業の課題と業務を全てやり遂げるためには、相当な時間がかかると思います。個人的には、業務が

結構難しかったし、時間も予想よりはかかりました。さらに、業務は自分が期限に間に合わないと、

他の方が影響を受けるため、時間調整がより重要だと考えました。それでも、私はもう一人のインタ

ーン生と業務を分担し、色々議論しながら大変助かりましたので今でも非常にありがたいです。こ

のように、一緒に協力すれば、問題なくできると思います。 

 

◇今回のプログラムを通じて、気付きや自身の成長・変化があれば教えてください 

ニュージーランド支店でのインターンでしたので、ニ

ュージーランドについて色々調べながら、ニュージー

ランドに新たな関心を持つようになりました。その

後、綺麗な自然と住みやすい環境を持っているニュー

ジーランドでワーキングホリデーをしたいと考える

ようになりました。また、業務をする中で、コミュニ

ケーションに問題がなかったことから、日本語で話す

ことに対してより自信感を持つようになりました。特

に、社員の方々とインターン生と活発にコミュニケー

ションしながら、その重要性を実感し、コミュニケー

ション能力を身につけるようになりました。一方、以前はどのような仕事をしたいというイメージ

が全然なかったですが、今回のインターン先での、韓国・日本で現在は購入できない、今後流行しそ

うなニュージーランド商品を紹介する業務を通して、マーケティング職を希望するようになりまし

た。 

 

◇今後の目標を教えてください。 

卒業まで残った２年間、英語と日本語力をよりスキルアップすることが第１の目標です。第２は、

資格を取ることです。TOEIC、TOEFL、JLPT の試験により高い点数を受けることと、ICT スキルに

関する資格証を取るため努力していくことです。第３の目標は、専攻知識を業務の時にも活用でき

るように、専攻の勉強により力を入れ、学校内での生活も充実した大学生活を過ごすことです。さ

らに、2022 年度には 3 年生になるので、会社での実務的な経験も積んでいくことを目標づけており
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ます。最後に、業務の場面で英語を使う特にグローバル会社について詳しく調査し、その中私に合

う会社で就職することが将来の私の最終的な目標です。 

 

以上 

 

今回うかがったお話からは、日本に入国できない状況であっても、海外拠点企業におけるオンライ

ンインターンシップで多くの学びを得られた様子が伝わってきました。3年次以降に更に学びの幅

を広げられることを期待しています。 


